
ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

寺

昭

次

郎

一
九
二
五
年
に
始
ま
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・

R
・
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
た
い
す
る
国
家
反
逆
罪
容
疑
の
訴
追
事
件
は
、

一
九
二
八
年
八
月
に

最
終
的
に
訴
訟
の
停
止
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
、
三
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
正
式
の
公
判
が
聞
か
れ
ぬ
ま
ま
、
著
書
の
発
禁
・
押
収
、

家
宅
捜
索
、
逮
捕
・
掬
替
市
、
予
審
が
断
続
的
に
行
わ
れ
た
。
事
件
が
い
わ
ば
大
詰
を
迎
え
て
い
た
一
九
二
八
年
三
月
一
三
日
の
『
デ

ィ
・
ロ

l
テ
・
フ

7
1
ネ
』
に
、
翌
々
日
の
三
月
一
五
日
に
定
め
ら
れ
た
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
大
審
院
に
お
け
る
べ
ッ
ヒ
ャ

l
公
判

カ
ン
プ
フ
ル

I
7

(
乙
れ
も
結
局
延
期
さ
れ
た
が
)
を
前
に
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
作
家
同
盟
の
「
闘
争
宣
言
。」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

「ヒ

ン
デ
ン
ブ

ル
ク
共
和
国
の
最
高
法
廷
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
大
審
院
に
お
い
て
、

三
月
一
五
日
、
資
本
主
義
ド
イ
ツ
の
労
働
者

文
学
の
未
来
に
と
8

っ
て
原
理
的
か
つ
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
ひ
と
つ
の
裁
判
が
開
始
さ
れ
る
。

詩
人
ヨ
ハ
ネ
ス

-
R
・
ベ
ッ
ヒ
ャ

!
は
、
帝
国
主
義
戦
争
に
反
対
す
る
自
己
の
信
念
を
自
由
に
率
直
に
告
白
し
た
か
ど
に
よ
り
告

発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
戦
友
ヨ
ハ
ネ
ス

-
R
-
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
、
芸
術
的
価
値
の
あ
る
い
く
つ
も
の
作
品
の
な
か
で
、

ド
イ

ツ
と
世
界
の
革

命
的
一
フ
ロ
レ
h
p

リ
ア

l
ト
と
の
自
ら
の
積
極
的
な
連
帯
を
抑
制
し
な
か
っ
た
か
ど
に
よ
っ
て
、
告
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

ノ、



ベ
ツ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

ノ、

そ
れ
は
国
家
反
逆
罪
な
の
だ
、
も
し
き
み
が
詩
人
と
し
て
今
日
ま
た
明
日
に
大
衆
K
む
か
つ
て
語
り
か
け
る
な
ら
ば
!

も
し
き
み
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
犯
罪
を
揺
さ
ぶ
り
起
ζ

し
て
断
罪
す
る
な
ら
ば
!

支
配
階
級
と
し
て
の
ブ
ル
ツ
ョ
ア
ジ
ー
が
詩
人
や
芸
術
家
に
む
か
つ
て
直
接
K
、
し
か
も
監
獄
と
い
う
脅
し
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が

ら
、
幾
百
万
の
勤
労
者
か
ら
生
存
の
最
低
限
さ
え
横
取
り
す
る
よ
う
な
『
秩
序
』
の
た
め
に
、
ダ
マ
レ
と
命
ず
る
こ
の
よ
う
な
裁
判

は
、
こ
れ
ま
で
『
新
し
い
』
ド
イ
ツ
で
起
乙
っ
た
た
め
し
は
な
か
っ
た
。
〔
:
:
:
〕

ヨ
ハ
ネ
ス

-
R
・
ペ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
お
い
て
、
資
本
主
義
ド
イ
ツ
の
労
働
者
文
学
が
、
原
理
的
、
決
定
的
な
攻
撃
を
う
け
よ
う
と
し

て
い
る
!

作
品
に
よ
っ
て
資
本
主
義
的
『
秩
序
』
の
顔
か
ら
そ
の
仮
面
を
引
き
剥
が
そ
う
と
す
る
す
べ
て
の
作
家
た
ち
に
た
い
し
て
、

ケ
ル
カ

1
オ
フ
エ

ン
ジ

l
グ
エ

投
獄
攻
勢
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
が
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
お
け
る
『
文
学
の
国
家
反
逆
罪
訴
訟
』
な
る
も
の
の

一
義
的
な
明
白
な
意
味
で
あ
る
。

こ
こ
に
名
を
連
ね
た
ド
イ
ツ
の
プ
門
レ
タ
リ
ア
・
革
命
作
家
同
盟
の
わ
れ
わ
れ
ゆ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ま
た
前
も
っ
て
宣
言
す
る
、

わ
れ
わ
れ
の
戦
友
に
た
い
す
る
裁
判
に
お
い
て
、

た
と
え
い
か
な
る
類
い
の
判
決
が
出
ょ
う
と
も
、
労
働
者
た
ち
の
階
級
的
意
士
山
・

革
命
的
闘
志
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
わ
れ
わ
れ
を
、
阻
ん
だ
り
脅
か
し
た
り
す
る
と
と
は
で
き
な
い
と
!

わ
れ
わ
れ
は
同
志
ベ
ッ
ヒ
ャ
!
と
の
連
帯
を
表
明
す
る
。
そ
し
て
べ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
、
反
動
的
階
級
裁
判
所
で
、
わ
れ
わ
れ
労
働
者

の
世
界
の
た
め
の
戦
い
の
な
か
で
幾
千
と
な
く
殺
数
さ
れ
た
者
た
ち
、

首
都
の
街
路
で
即
決
で
銃
殺
さ
れ
、

カ
ー
ル
・
リ

l
プ
ク

ネ
ヒ
ト
、

ロ

l
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
万
歳
、
を
唇
に
の
せ
て
倒
れ
た
者
た
ち
の
あ
の
精
神
を
証
し
立
て
て
く
れ
る
よ
う
、
要
請
す

る
。
〔
:
:
:
〕
」



引
用
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

乙
の
作
家
同
盟
の
「
闘
争
宣
言
」
の
文
章
は
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
訴

訟
事
件
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
ぎ
ま
の
個
人
や
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
抗
議
の
声
や
激
の
な
か
で
も
、

や
は
り
、
当
の
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
自

身
に
い
ち
ば
ん
近
い
表
現
、
同
じ
立
場

κ立
っ
て
い
る
者
の
生
身
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
般
的

に
言
え
ば
、
事
件
の
当
事
者
の
側
か
ら
の
、
緊
張
と
気
棋
に
あ
ふ
れ
た
主
体
的
・
主
観
的
な
、

い
わ
ば

4

党
派
的
多
な
鋭
い
真
実
の

表
白
で
あ
っ
た
が
、
特
殊
に
は
、
ま
さ
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
文
学
の
作
家
と
し
て
結
集
せ
ん
と
す
る
者
た
ち
の
闘
い
の
声
で
あ

る

周
知
の
よ
う
に
、

ド
イ
ツ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
作
家
同
盟
は
、
正
式
に
は
こ
の
年
一
九
二
八
年
の
一

O
月
一
九
日
の
創
立
集

会
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
二
八
年
三
月
の
右
の
作
家
同
盟
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
正
式
の
結
成
よ
り
も
お
よ
そ

七
か
月
ま
え
の
春
さ
き
か
ら
す
で
に
、
同
盟
が
そ
の
名
に
よ
っ
て
動
き
出
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
や
む
し
ろ
、

ベ
ッ

ヒ

ャ
l
裁
判
に
か
か
わ
る
こ
の
「
闘
争
宣
言
」
が
、
「
た
ぶ
ん
作
家
同
盟
の
最
初
の
ド
キ

A

メ
ン
ト
」
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
訴
訟
事
件
は
、

ワ
イ
マ

l
ル
共
和
国
時
代
の
相
対
的
安
定
期
の
そ
の
約
三
年
間
を
通
じ
て
、

主
体
的
に
も
客
観
的
K
も
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
文
学
者
の
結
集
・
組
織
化

K
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
を
与
え
た

の
で
は
な
い
か
を
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
歴
史
上
の
事
実
と
な
っ
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
作
家
同
盟
」
の
創

立
以
外
に
、

あ
る
い
は
こ
れ
を
包
む
よ
う
な
、

乙
れ
以
上
の
統
一
戦
線
の
成
立
の
可
能
性
を
、
同
時
に
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

1
自
身
が
訴
訟

事
件
の
渦
中
に
あ
っ
て
望
み
見
た
乙
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
同
盟
の
名
に
よ
る
「
闘
争
宣
言
」
が
出
さ
れ
た
の
と
同
じ
こ
ろ
、
す
な

わ
ち
同
年
三
月
一

O
日
付
の
同
じ
『
ロ

l
テ
・
フ
ァ

l
ネ
』
紙
上

K
普
か
れ
た
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
「
統
一
戦
線
」
と
い
う
、

公
判
を
前

に
し
た
小
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
あ
る
。

「
乙
の
訴
訟
を
機
と
し
て
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
の
陣
営
の
詩
人
や
思
想
家
が
ひ
と

ベ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

ーノ、



ベ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

六
四

つ
の
共
同
の
防
衛
戦
線
に
結
集
し
た
こ
と
は
、

よ
ろ
乙
ぶ
べ
き
徴
候
で
あ
る
。
も
し
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
戦
線
を
保
持
す
る
な
ら
ば、

ζ

れ
を
深
化
し
拡
大
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
、
わ
た
し
は
し
ば
し
ば
考
え
る
の
だ
。

・::」

と
の
可
能
性
と
し
て
の
「
統
一
戦
線
」
の
問
題
を
内
に
字
み
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
や
は
り
、

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
た
い
す
る
国
家
反
逆

罪
訴
訟
事
件
は
、

一
九
二

0
年
代
後
半
の
一
見
自
由
で
豊
か
で
華
や
か
な
「
ワ
イ

7
l
ル
文
化
」
の
か
げ
で
、

そ
の
「
文
化
」
を
支

え
る
剥
き
出
し
の
政
治
・
社
会
的
構
造
を
垣
間
見
せ
た
事
件
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
事
実
と
し
て
、
世
界
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
運
動
の
ド
イ

ツ
に
お
け
る
結
節
点
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た、

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
い
ら
お
う
の
前
置
き
と
し
て
、

以
下
に
こ
の
事
件
の
経
過
と
、

容
疑
の
証
拠
と
さ
れ
た
ベ

ッ
ヒ
ャ

l
の
い
く
つ
か
の
作

日
聞
を
見
て
ゆ
く
乙
と
と
す
る
。

な
お
、

事
件
の
経
過
と
記
録
に
つ
い
て
は
、

--krrto
己
申
ピ

∞
之
内
合
二
日
酔
ロ
肝
田
町
山
市
匂
巾
H1回
目

】

o
w
-
Z
4
叩
HM
・

切
O
H
L
o
F
H
申
=
ロ
L
U
O
}内
己
目
2
-
Z
4
0
5
岡
山
VHHご
み

E
B
-
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苛
弓
命
日
『
包
円
安
w田
町
芯
円
mw江
田
口
]MO
ロ
∞
ロ
『
丘
一
同
叩
ロ
∞

E
A
}
2
4

毛
色
ヨ
mwHI巾
門
別
巾
℃
ロ
寸

--rz

k
v
Z
F
2・4
2
-恒
明
暗
回
向
日
目
ロ

=
E
4司
OFE世
吋

Z
S
が
詳
し
く
便
利
な
の
で
主
に
乙
れ
に
従
う
。
)

* 

事
件
の
発
端
は
ど
う
や
ら
一
九
二
五
年
二
月
一
八
日
に
あ
る
よ
う
だ
。

ζ

の
目
、

共
和
国
防
衛
の
た
め
の
国
事
法
廷
(
宮

g
g
a

向
。
】

1
-
o
F仲
間
山

F
D同
)

の
予
審
判
事
の
決
定
が
下
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
、
前
年
発
表
さ
れ
た
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
一
一
つ
の
著
書
が
押
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

(
国
事
法
廷
と
仮
の
訳
を
つ
け
た
も
の
は
、

一
九
二
二
年
六
月
二
四
日
外
務
大
臣

w
-
ラ

-

テ
ナ
ウ
が
右
翼
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
受
け
て
発
想
さ
れ
な
が
ら
、
制
定
後
か
ら
左
翼
の
抑
圧
法
と
化
し
た
日
く
っ
き
の
共



和
国
防
衛
法
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
大
審
院
に
設
け
ら
れ
た
特
別
刑
事
裁
判
所
で
あ
る
。
)
ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
本
の
ひ
と
つ
は

『
前
へ
、
赤
き
戦
線
よ
!
』

(
3
J
1
0
円
巧
位
吋
a
F
m
u

【凶ロ

H
W
C
Z

『
同
1
0
ロ
作
一
司
円
c
m
m
w田
仲

p
o
w
∞j

寸
丘
町
口
E
'
〈
叩
吋
目
白
血
判

『】
q
N
世
田
}
同
町
己
目
門
戸
・

旨d-

同
由
M
A
F
)

、

も
う
ひ
と
つ
は

『
労
働
者
、

農
民
、
兵
士

|
i革
命
的
闘
争
劇
の
た
め
の
草
稿
』

.
〉
円
円
}
冊
一
円
周
辺
，

H
W
恒
国
2
1
ロa

閉
山

o-a白
一
件
品
川
口

自
己
F

詔
Z
『
町

N
Z
2
-戸
市
-
=
円
品
川

4
0
-
z
t
o
z比四
d

=

穴
P
E一
み
門
田
円

mw
言
担
j

↓m
H

民
Z
ロ-
J
1
2
1
}
阿世間
w

『
円
hw
ロ
r『
Z
三
u
p
・

区
・

5ω
串
)

で
あ
る
。

前
者
の

『
前
へ
:
:
:
』
は
(
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
で
検
討
す
る
つ
も
り
だ
が
て
三
部
か
ら
成
る
ブ
ロ
シ
ュ

l
レ
形
式
の
冊
子
で
、
そ

可
L
V

ふ
J

晶、
4
』

一
九
二
四
年
一
月
ロ

l
ザ
と
カ

l
ル
の
虐
殺
五
周
年
を
記
念
す
る
非
合
法
の
デ
モ
と
集
会
を
モ
デ
ル
に
、

と
く

K
普
察
の
無

道
な
デ
モ
制
圧
の
実
態
を
描
い
た

「
デ
モ
の
小
説
」

(
3
H
)
叩

E
C
ロ
回
可
p
t
c
ロ回目
H
Z
0
4
巴
-
O
R
)

、

ひ
と
り
の
旅
人
の
遍
歴
を
糸
に
、

1'¥ 

イ
エ
ル
ン
の
谷
間
の
大
工
場
の
経
営
と
労
働
の
分
析
や
、
附
近
の
土
木
労
働
者
の
蜂
起
と
無
惨
な
敗
北
を
と
お
し
て
、
詩
的
宗
教
的

真
実
か
ら
階
級
的
大
衆
闘
争
へ
の
目
覚
め
と
い
う
一
種
の
小
さ
な
教
養
小
説
風
な
断
片
「
何
処
へ

:
0
・」(ゐ
z
c
g合
間

:
1
)、

そ
し
て
さ
い
と
に
、

人
類
の
破
局
を
ま
え
に
し
て
人
聞
が
再
び
人
間
と
し
て
復
活
す
る
た
め
に
は
、

階
級
社
会
の
な
か
で
労
働
者

た
ち
の
戦
線
に
身
を
投
ず
る
ほ
か
な
い
乙
と
を
繰
り
返
し
呼
び
か
け
る

る
。
押
収
さ
れ
た
も
う
ひ
と
つ
の
作
品
『
労
働
者
、

「
演
墳
か
ら
」

(
2

〈
D
Z
島
市
円

4
Z
C
C口
市
E
)

の
三
部
で
あ

農
民
、

兵
士
』
は
、

一
九
一
九
年
に
発
表
さ
れ
た
同
じ
題
名
の
「
祝
祭
劇
」

を
全
面
的
に
書
き
な
お
し
て
、

「
演
劇
作
品
」
と
し
て
で
は
な
く
革
命
的
プ
ロ
レ

タ
リ

ア
ー
ト
の
た
め
の
「
闘
争
劇
」
と
し
た
も
の

で
、
劇
の
展
開
の
基
盤
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
、
敗
戦
、

ド
イ
ツ
革
命
、
反
革
命
、
社
会
民
主
党
政
権
と
い
っ
た
暦
史
的
経
過
が
据

え
ら
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
は
「
人
間
」
、
「
兵
士
」
、
「
将
軍
」
、
「
第
一
の
姿
」
、
「
ド
イ
ツ
の

E
ッ
ヘ
ル
」
な
ど
の
よ
う
に
抽
象
的
で

あ
り
、

ま
た
「
『
ド
イ
ツ
の
泥
沼
』
を
演
ず
る
た
め
の
原
則
」
が
劇
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
り
し

て
、

む
し
ろ
意
図
的
に
「
草
稿
」

に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
最
終
場
面
で
は
、
戦
後
の
「
ド
イ
ツ
の
泥
沼
」
の
住
民
を
蹴
散
ら
す
巨
人
的
な
労
働
者
が
立
ち
上
り

ヘ
ツ
ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

六
冗



ベ
ツ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

」、」ヘ
-ノ

目ノ

(
「
舞
台
の
上
で
、
舞
台
か
ら
下
ヘ
、
次
つ
ぎ
に
武
器
が
配
ら
れ
る
-
!
)
、
厳
後
は
長
い
な
が
い
「
赤
き
行
進
大
讃
歌
」
が
歌
わ
れ
、

「
赤
き
行
進
!
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
ア
ツ
・
プ
ロ
劇
で
あ
る
。

あ
り
、

押
収
さ
れ
た
は
ず
の
右
の
本
が
、

ペ
ッ

ヒ
ャ
ー
に
た
い
す
る
当
局
の
追
求
・
調
脊
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。
約
二
か
月
後
の
ベ
ル
リ

ン
幣
視
庁
の
報
告
が

国
際
出
版
社
連
合

(5
4胆
)
の
本
屋
で
相
変
ら
ず
販
売
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
そ
う
で
あ

そ
の
後
も
、

る
。
四
月
一
一
六
日
、

さ
き
に
死
去
し
た
エ

l
ベ
ル
ト
の
後
に
ド
イ
ツ
帝
国
の
元
帥
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
が
新
大
統
領
に
当
選
す
る
と
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
五
月
三
臼
の
『
ロ

l
テ
・
フ

7
1
ネ
』
に

「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
寄
す
」

(
3
k
p

ロ
回
一
-
F

色
合
]
三
弓
百
ま
)

の
詩
を
載
せ

，
回。

ゅ，
e

い
ま
ま
た
這
い
上
っ
て
き
た
の
か
、
き
み
は
、

世
界
大
戦
の
人
間
屑
を
溜
め
た
穴
か
ら
。

追
放
さ
れ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
盟
友
、

サ
ー
ベ
ル
を
鳴
ら
し
鬼
火
の
よ
う
に
揺
れ
る
亡
霊
よ
。

あ
た
り
に
屍
臭
を
漂
わ
せ
な
が
ら

歩
き
ま
わ
る
う
ず
だ
か
い
墓
石
よ
、

す
で
に
姐
虫
が
は
り
つ
い
て
い
る
|
|

絶
妙
に
組
織
さ
れ
た
飢
餓
の
製
造
者
|
|

絡
ま
り
あ
っ
た
血
ま
み
れ
の
掌
が
き
み
を
盟
ね
ま
わ
す
。

二
百
万
の
骸
骨
は



が
ら
く
た
の
よ
う
。

鋼
鉄
の
嵐
を
荒
れ
狂
わ
せ
た

あ
の
聖
な
る
血
の
神
の
恩
寵
に
よ
る
大
統
領

，-、. . . . . . 
、-'

乙
の
詩
も
、
後
に
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
罪
状
の
ひ
と
つ
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
。

乙
の
と
き
か
ら
お
よ
そ
二
年
三
か
月
後
の
一
九
二
七
年

八
月
六
日
比
、
正
式
に
検
事
総
長
A

・
ヴ
ほ
ル
ナ

l
の
四
四
ペ
ー
ジ
に
上
る
起
訴
状
が
提
出
さ
れ
た
が
、

二
九
日
の
『
ロ

l
テ
・
フ

7
1
ネ
』
が
解
説
し
た
文
章
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
一

O
月

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
寄
せ
た
右
の
詩
は
、

「
ド
イ
ツ
共
和
国

んj
-

、
そ
の
大
統
領
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
形
態
と
制
度
に
つ
い
て
」
侮
辱
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

(
同
紙
が
皮
肉
っ
て
い
る
よ

A
ノ
-
L

、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
自
身
は
、

ド
イ
ツ
共
和
国
の
形
態
と
制
度
全
体
に
と
っ
て
侮
辱
的
で
は
な
い
の
ら
し
い
。
)
因
み
に
、
起

訴
状
は
さ
き
の
『
労
働
者
、

農
民
、

兵
士
』
の
な
か
の
一
行
「
乙
の
共
和
国
で
は
金
持
だ
け
が
掠
奪
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
ろ
」

を、

「
憲
法
に
従
っ
て
確
定
さ
れ
た
共
和
制
政
体
の
誹
誘
」

K
当
た
る
と
し
、
ま
た
「
デ
モ
の
小
説
」
の
次
の
よ
う
な
結
び
の
こ
と

ば
を
「
国
家
反
逆
罪
に
相
当
す
る
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
と
い
う
。

巨
大
な
防
塁
の
よ
う
に
河
岸
に
そ
そ
り
立
つ
工
場
群
。

き
み
た
ら
、
労
働
に
よ
っ
て
物
を
創
り
出
す
者
た
ち
ょ

い
つ
1
1
|

い
つ
ー
ー
ー

ベ
ツ
ヒ
ャ
I
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

六
七



ペ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

ノ、
i¥ 

ほ
ん
と
う
に

し、

つ

き
み

た

ち
は
そ
れ
ら
を
征
服
す
る

の
か
?!(，) 

ベ
ル
リ
ン
警
視
庁
は
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
詩
集
『
玉
座
の
う
え
の
屍
』

同
十
八
日
予
審
判
事
は
乙
の
本
の
押
収
を
命
じ
た
。
理
由
は
「
憲
法
の
暴
力
的
転
覆
を
使
吸
し
、
憲
法
に
従
っ
て
確
定

吉
れ
た
共
和
制
政
体
と
国
家
を
誹
誘
し
、
教
会
を
侮
辱
せ
ん
と
す
る
目
的
を
追
求
し
て
い
る
」
た
め
で
あ
る
。
『
玉
座
の
う
え
の

(
ヨ
ロ
巾

H
-
F丘
四
『
ロ
胆

g
p回
向
島
冊
目

JHdrEロ
ノ
ぐ
巾
吋
包
巳

η
=
口四一

-
E
Z円
ロ
ロ
神
宮
口
胆
】
巾
円
〈
ロ
ユ
戸
日
目
白
口
三
巴

-
S
F
H凶

2
Z
E
】

U
N
日
)

同
じ
年
二
九
二
五
年
)
の
六
月
五
日
、

を
摘
発
、

民
』白

lま

詩
三

O
篇
を
「
赤
き
行
進
」
、

「
玉
座
の
う
え
の
屍
」
、

「
爆
撃
機
」
の
三
部
に
ま
と
め

「
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
歌
詞
|
|
担

て
、
飢
え
た
る
者
よ
ー
ー
に
含
ま
れ
た
要
請
に
、

つ
い
に
応
え
ん
と
す
る
万
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
捧
げ
る
」
と
い
う
献
辞
を

掲
げ
て
い
て
、
時
事
的
な
題
材
も
あ
る
が
、
ひ
し
ろ
反
戦
と
革
命
の
理
念
を
、

た
え
ず
訴
え
か
け
る
よ
う
な
熱
い
息
遣
い
で
、
繰
り

返
し
叫
ん
で
い
る
詩
集
で
あ
る
。
押
収
の
理
由
の
ひ
と
つ
「
教
会
を
侮
辱
」
(
後
述
の
「
漬
神
」
)

と
い
う
嫌
疑
は
、

と
く
に
「
わ
れ

ら
の
父
よ
」
(
Z
J
1
己
申
『
巴
口
問

2E)
と
い
う
詩
に
関
係
が
あ
る
が
、

乙
れ
は
主
鴻
文
の
大
胆
な
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

天
に
ま
し
ま
さ
ず

地
に
も

地
の
下
に
も
ま
し
ま
さ
ぬ

わ
れ
ら
の
父
よ
、

す
で
に
は
や
御
名
は
汚
さ
れ



と
い
っ
た
調
子
で
始
ま
り
、
詩
の
後
半
に
は
「
史
的
唯
物
論
、
革
命
的
弁
証
法
、

マ
ル

ク
ス

・
レ
l
ニ
ン
主
義
」

へ
の
信
仰
告
白
が

対
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
察
側
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
は
相
当
刺
戟
的
な
詩
打

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

検
察
は
急
ぎ
出
し
た
。
周
年
七
月
、
検
事
総
長
は
起
訴
の
準
備
を
始
め
た
。
容
疑
は
、
国
家
反
逆
予
備
、
共
和
制
政
体
の
誹
誘
、

秘
密
結
社
〔
K
P
D
の
と
と
で
あ
る
〕

へ
の
参
加
、
演
神
な
ど
で
あ
る
。

八
月
一

O
目
、
予
審
判
事
は
ベ
ル
リ

ン
警
視
庁
h
課
(
政

治
課
)

に
ペ
ッ
ヒ
ャ

1
の
逮
捕
を
命
令
、

八
月
二

O
目
、
例
年
の
よ
う
に
乙
の
時
期
ヴ
」
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
古
い
町
ウ
1

ラ
ッ
ハ
の

友
人
カ

1
ル
・
ラ
イ
ヒ
レ
宅
に
滞
在
し
て
い
た
ベ

ッ
ヒ
ャ
ー
が
逮
捕
さ
れ
た
。

か
れ
は
後
の

一
九
三
六
年
に
作
品
『
レ
ヴ
ィ

ジ

1

(
後
述
の
よ
う
に
こ
れ
も
起
訴
の
証
拠
と
さ
れ
た
)
の

?
νア
語
訳

へ
の
序
言
の
な
か
で
、
乙
の
と
き
の
思
い
出
を
書
い
て
い

「
ぼ
く
は
三
人
の
治
安
警
官
に
よ
っ
て
区
裁
判
所
の
監
獄
に
連
行
さ
れ
た
が
、

テ
』る。

そ
の
と
き
警
官
た
ち
は
拳
銃
嚢
に
手
を
お
い

て
、
お
ま
え
み
た
い
な
身
に
は
な
り
た
く
な
い
も
ん
だ
と
高
言
し
た
。
ぼ
く
を
監
一
房
に
入
れ
た
区
裁
の
廷
吏
も
、
笑
っ
て
る
場
合
じ

ゃ
な
い
ぞ
と
言
っ
た
。
最
初
、

ぼ
く
は
ハ
ン
ス
ト
を
試
み
た
が
、

と
れ
は
失
敗
し
た
。
と
い
う
の
は
ぼ
く
が
煙
草
を
吸
い
す
ぎ
た
か

ら
で
、
二
日
後
に
は
す
で
に
ニ
コ
チ
ン
中
毒
に
か
か

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ぼ
く
が
逮
捕
さ
れ
た
三
日
目
か
ら
、
も
う
抗
議
運
動
が

始
ま
っ
て
、

乙
れ
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
や
ブ
ル

ジ
ョ
ア
作
家
た
ち
も
大
勢
加
わ
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
次
の
日
曜
日
に
は
、
ヴ
ュ

ロ
』
タ

1

・7
0
ン
ト
ケ
ン
パ

1
プ
ン
&
F

削

ル
テ
ン
ベ
ル

ク
地
区
の
赤
色
戦
線
戦
士
同
盟
の
集
会
が
監
獄
の
前
で
行
わ
れ
る
ζ

と
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
勾
留
五
日
後
の
土

曜
日
の
午
に
は
も
う
再
び
釈
放
さ
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
理
由
だ
っ
た
。
」

(
こ
の
釈
放
は
、
形
式
的
に
は
次
に
述
べ
る
ヒ

ン
デ
ン
ブ

ル
グ
大
赦
法
に
拠
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
裁
判
所
は
抗
議
運
動
に
押
さ
れ
て
、
大
赦
法
を
部
分
的
に
、
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
適
用
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
ζ

と
だ
ろ
う
よ

ベ
ッ

ヒ
ャ
!
は
八
月
二
五
日
に
釈
放
さ
れ
た
が
、
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
事
件
の
弁
護
人
と
な
っ

た
ア
ル

プ
レ
ー
ト
・
ア
プ

フ
ム

ル
が
後
に

ベ
ツ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

ノ、

九



ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
訴
訟
商
事
件
に
つ
い
て

書
い
た
報
告
な
ど
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
も
と
も
と
不
当
逮
捕
で
あ
っ
て
、
大
統
領
就
任
に
と
も
な
う
い
わ
ゆ
る
「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

了
ム
オ
ス
サ

4

，

大
赦
」
が
、
八
月
一
七
日
付
の
大
統
領
と
法
相
の
署
名
に
よ
っ
て
発
効
し
、
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
逮
捕
は
も
と
よ
り
、

七。
起
訴
の
根
拠

と
な
っ
た
上
記
の
三
冊
の
著
書
(
『
前
へ
、
赤
き
戦
線
よ
!
』
、
『
労
働
者
、
農
民
、
兵
士
』
、
『
玉
座
の
う
え
の
屍
』
)
は
、
当
然
乙
の
大

赦
法
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

「
訴
訟
は
停
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
ブ
ル

ツ
ョ
ア
ヲ

l
の
司
法
、
警
察
に
と
っ
て
は
、
本
来
自
分
た
ち
体
制
側
か
ら
発
し
た
法
令
で
あ
っ
て
も
、

乙
れ
を
ど
う
運
用
す
る
か
は

全
く
御
都
合
次
第
の
窓
意
に
よ
る
の
だ
と
い
う
実
例
が
と
ζ

に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
釈
放
後
も
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
検
察
・
警
察

の
追
求
に
た
え
ず
さ
ら
・さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
き
に
挙
げ
た
・
ド

rHFOES
∞
号
室
三
口
広
認
可
申
吋
間
宮
E
Z
S
a
a
の
本
は
、

ア
カ
デ
ミ

ー
・
デ
ア
・
キ
」
ン
ス
テ
の
社
会
主
義
文
学
史
部
門
の

A
-
ク
ラ
イ
ン
他
三
一名
の
編
集
・
解
説
に
よ
る
記
録
集
で
あ
る
が
、

「
検
事

総
長
公
文
書
」
中
の
「
起
訴
状
」
な
ど
か
ら
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
も
詳
し
い
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
九
月
八
日
の
警
視
庁

の
報
告
で
は
、

ペ
ッ
ヒ
ャ

l
は
ド
イ
ツ
共
産
党
内
で
積
徳
的
K
活
動
し
て
お
り
、

「
教
育
部
門
の
常
任
活
動
家
と
し
て
し
ば
し
ば
講

演
旅
行
に
出
て
」
い
る
、
と
書
か
れ
、
ま
た
、
警
視
庁
の
調
査
依
頼
を
受
け
た

E
A
ン
ヒ
ェ
ン
の
警
察
本
部
か
ら
の
一
一
月
三
日
付

の
返
書
で
は
、

一
九
一
四
年
以
前
に
ま
で
遡
っ
て
、

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
雑
誌
の
寄
稿
家
と
し
て
「
道
徳
的
に
も
政
治
的
に
も
」
不
平
不

満
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
か
、
無
政
府
主
義
者
E
・
ミ

A
i
ザ

l
ム
と
の
関
係
と
か
、

一
八
年
初
頭
、
禁
断
療
法
の
た
め
精
神

科
に
入
院
さ
せ
ら
れ
た
と
か
、
書
か
れ
て
い
る
の
だ
。
後
の
起
訴
状
に
も
、

一
九
一
七
年
の
独
立
社
会
民
主
党
入
党
以
後
、

ミ

f

レ

J

ノ

J

タ
ク
ス
・

一フ
ン
ト
、

K
P
D
に
お
け
る
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
党
員
歴
や
活
動
歴
に
細
か
く
立
ち
入
っ
て
い
る
の
で
、
右
の
本
が
推
し
て
い

る
よ
う
に
、
捜
査
は
、
詩
人
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
を
専
ら
か
れ
の
政
治
的
活
動
の
ゆ
え
に
有
罪
に
も
ち
込
も
う
と
す
る
方
向
に
動
い
て
い
た

ょ
う
で
あ
る
。



ベ
ッ
ヒ
ャ

l
自
身
の
申
し
立
て
と
し
て
、
自
分
は
自
分
の
文
学
上
の
仕
事
を
党
に
自
由
に
使
わ
せ
る
し
、

そ
れ
が
党
の
目
的
に
役

立
っ
か
ぎ
り
、
覚
の
方
も
そ
れ
を
利
用
す
る
だ
ろ
う
、

と
言
っ
た
と
あ
る
が
、
叫
訴
状
の
な
か
で
、

ベ
ッ

ヒ
ャ

l
の
傍
ら
に
身
を
お

い
て
乙
の
お
そ
ら
く
真
率
な
か
れ
の
こ
と
ば
を
読
ん
で
ゆ
く
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
あ
る
薗
の
ふ
か
い
思
い
に
う
た
れ
ざ
る
を
え
な

、。
J

』ず〉、

t
v

み
J
A
M

そ
れ
さ
え
も
、
む
し
ろ
そ
れ
を
と
そ
、

そ
し
て
ま
た
『
王
座
の
う
え
の
屍
』
の
稿
料
と
し
て
一

0
0
マ
ル
ク
を
共
産
党

系
出
版
社
主

g
か
ら
受
け
取
っ
た
と
い
う
と
と
ま
で
も
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
罪
状
の
ひ
と
つ
に
加
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
予
審
の
判
事
た

ち
は
、

し
か
る
べ
き
権
威
者
の

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
か
れ
の
立
場
を
離
れ
る
な
ら
無
罪
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
は
っ
き
り
ほ
の
め
か
し
、

〆
ン

ヌ

ン

グ

刷

推
薦
状
を
添
え
て
、
自
己
の

4

善
き
z

本
意
に
つ
い
て
声
明
書
を
出
せ
と
も
要
求
し
て
い
る
。
あ
き
ら
か
に
転
向
へ
の
誘
い
で
あ

マ
匂
。

ζ

れ
に
た
い
し
て
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
、
新
し
い
一
冊
の
小
説
の
出
版
を
も
っ
て
応
え
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
を
基
〕
比
し
て
、
未
来
に

起
乙
り
う
べ
き
毒
ガ
ス
・
化
学
戦
争
と
、

小
説
『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
テ、

そ
れ
に
た
い
す
る
労
働
者
階
級
の
世
界
的
な
反
戦

・
革
命
の
戦
争
を
描
乙
う
と
し
た
実
験

あ
る
い
は
唯
一
の
正
義
の
戦
争
』
Z
(

の
出

2
H一の国)白
h
p
国

(

「

吊

4F
4
2
F
丹
市

)

O
島
市
同
1

。2
帽
H

ロN
H
m吋

珂
司
同
司
【
・

r-Fnv

}
内
包
括
J
k
p
四日開・〈

2
F
mア
宅
一

S
E
g
で
あ
る
。

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
一
九
二
五
年
二
一
月
の
末
に
書
屈
と
出
版
契
約
を
交
し
、

翌

二
六
年
の
初
め
に
は
本
屋
の
庖
頭
陀
乙
の
書
物
は
出
た
。

一
月
一
四
日
、
共
和
国
防
衛
の
た
め
の
国
事
法
廷
は
、

さ
き
に
〈

Z
P
か

ら
出
さ
れ
て
い
た
『
玉
座
の
う
え
の
屍
』
押
収
に
た
い
す
る
不
服
の
申
し
立
て
を
却
下
、

つ
い
で
一
月
一
六
日

ベ
ル
リ
ン
警
椀
庁

は
・
新
し
い
小
説
『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
テ
』
を
摘
発
し
た
。
二
月
四
日
に
は
、
共
和
国
防
衛
法
違
反
に
よ
っ
て
小
説
の
押
収
の
決
定
が
下
さ

れ
、
同
時
に
ベ
ッ
ヒ
ャ

1
は
家
宅
捜
索
を
う
け
て
い
る
。

二
週
間
後
、
警
視
庁
h
課
は
『
レ
ヴ
ィ
ヲ

l
テ
』
四
一
部
を
没
収
し
た
乙

と
を
報
告
し
た
。

ベッ

ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

ーじ



ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

七

* 

権
力
側
の
監
視
・
追
求
は
、
も
ち
ろ
ん
べ

y
ヒ
ャ
ー
に
だ
け
む
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
に
は
「
各
ド
イ

ツ
人
は
、

一
般
法
律
の
制
限
内
に
お
い
て
、

言
語
、

文
書
、

-
U
、

円
同
日
叩

図
画
面
広
島
)
ま
た
は

そ
の
他
の
方
法
で
、

そ
の
意
見

を
自
由
民
表
明
す
る
権
利
を
有
す
る
。

〔
:
:
;
〕
検
聞
は
行
わ
れ
な
い
。
」
(
第
一
一
八
条
)
と
か
、

「
芸
術
、
学
問
、

お
よ
び
そ
の

教
授
は
自
由
で
あ
る
。
国
は
、

こ
れ
ら
の
も
の
化
保
護
を
与
え
、

か
つ
、

そ
の
育
成
K
参
与
す
る
。
」
(
第
一
四
二
条

γ
と
か
一
議
わ
れ

て
い
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
違
反
・
一
侵
害
は
む
し
ろ
日
常
化
し
つ
つ
あ
り
、
右
に
甘
く
左
に
酷
い
と
、
そ
の
体
質
を
よ
く
言
わ
れ
ろ
ワ

と
4
に
K
P
D
寄
り
に
振
る
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

A
・
ク
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
ベ
ッ
ヒ
キ

l
の
友
人

イ
マ

1
ル
支
配
体
制
の
拳
は
、

の
劇
作
家
カ

i
ル
・
ラ
イ
ヒ
レ
や
、
集
会
で
ベ

ッ
ヒ
ャ

l
の
詩
を
朗
読
し
た
り
、

と
も
に
舞
台
作
り
を
し
た
俳
優
ヨ

l
ゼ
フ
・
ゲ
ル

ト
ナ
ー
も
同
じ
年
二
五
年
に
逮
捕
さ
れ
、
ま
た
、
後
の
作
家
同
盟
員
と
し
て
ベ

ッ
ヒ
ャ
!
と
と
も
に
活
動
す
る

B
・
ラ
ス
ク
の
『
ト

!
?
ス
・
ミ
品
ン
ツ
ア
1

』
や
、

K
-
ヴ
レ
l
パ

l
の
『
ル

l
ル
の
バ
リ
ケ
ー
ド
』
が
禁
圧
、
押
収
さ
れ
た
の
も
同
じ
年
で
あ
る
。

そ
の
う
え
、

一
九
二
六
年
の
一
一
一
月
に
成
立
す
る
と
と
に
な
る
「
俗
悪
本
か
ら
青
少
年
を
保
護
す
る
た
め
の
法
律
」

(
の
命
日
山
市

H
V
M
U
N
E
-
-

切
叩

a

司
担
町
三
呂
町
島
市
『

h
z
明
司
回
島

4
2
・∞円
-E
z
-
-
L
'
Zロ
向
日

ωov自
己
4FN
回
白
『
丘
町
許
申
出
)

の
草
案
も
す
で
に
出
さ
れ
て
い
て
、

こ
う
し
た
文
学
・

芸
術
の
自
由
、
表
現
の
自
由
に
た
い
す
る
危
機
感
は
、
共
産
党
系
だ
け
で
な
く
、

い
わ
ゆ
る
プ
ル
ツ
ョ
ア
的
進
歩
的
作
家
・
著
述
家

た
ち
を
も
と
ら
え
て
い
た
。

一
九
二
五
年
一
一
月
「
芸
術
の
自
由
の
た
め
に
」
の
声
明
に
は

G
-
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、

マ
ン
兄
弟
、

H 

-
ヘ
ッ
セ
ほ
か
有
力
な
作
家
や
団
体
が
名
を
連
ら
ね
た
し
、
右
の
「
俗
悪
本
に
た
い
す
る
法
律
」
に
た
い
し
て
は
、
二
六
年
九
月

一



O
日
旧
プ
ロ
イ
セ
ン
貴
族
院
会
議
場
で
抗
議
集
会
が
行
わ
れ
、

『
俗
悪
法
を
廃
せ
よ
』
と
い
う
小
冊
子
も
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
と
く

に
左
翼
の
作
家
の
動
き
と
し
て
は
、
二
六
年
二
月
ド
イ
ツ
作
家
擁
護
協
会

(
S
D
S
)
の
ベ
ル
リ
ン
支
部
が
招
集
し
た
「
ド
イ
ツ
の

作
家
の
困
難
」
と
い
う
テ

1
マ
の
集
会
に
お
い
て
、
作
家
が
現
在
の
資
本
主
義
社
会
体
制
下
で
強
い
ら
れ
て
い
る
屈
辱
的
創
作
条
件

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
乙
と
、
ま
た
た
と
え
ば
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
が、

そ
う
い
う
条
件
を
変
え
る
た
め
に
は
労
働
者
階
級
の
戦
線
K

立
ち
、

あ
ら
ゆ
る
作
家
の
連
帯
に
よ
る
労
働
組
合
的
組
織
へ
の
結
合
の
必
要
を
説
い
た
乙
と
が
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

(
集
会
後
ま
も
な
く
、

い
わ
ゆ
る
「
作
家
集
団
・
グ
ル
ー
プ
一
九
二
五
」
が
結
成
さ
れ
た
が
、

乙
の
「
現
代
の
精
神
革
命

的
運
動
に
結
び
つ
く
」
作
家
た
ち
の
集
ま
り
に
も
、
右
の
よ
う
な
狙
い
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。)

ベ
ッ
ヒ
ャ

1
自
身
の
訴
訟
事
件
K
戻
っ
て
言
え
ば
、

ベ
ァ
ヒ
ャ

l
は
予
審
判
事
の
乙
っ
け
い
な
要
求
に
よ
っ
て
精
神
鑑
定
ま
で
受

け
さ
せ
ら
れ
、
二
六
年
五
月
、

(
む
ろ
ん
多
完
全
に
行
為
に
責
任
を
負
う
F

と
い
う
)

そ
の
鑑
定
書
の
提
出
と
と
も
に
、

ひ
と
ま
ず

予
審
は
終
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
司
法
・
警
察
の
追
求
は
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
本
人
を
い
わ
ば
出
し
抜
く
よ
う
な
別
の
訴
訟
事
件
を
つ

く
り
出
す
と
と
で
、
調
手
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
事
件
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、
権
力
側
の
巧
妙

プ

1
7
へ
μ
ド
ラ

1
・
プ
ロ
ツ

で
徹
底
し
た
追
求
と
抑
圧
の
方
法
を
示
す
一
例
と
し
て
、
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
そ
れ
は
「
書
籍
商
裁
判
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、

端
的
に
言
え
ば
、

さ
れ
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
本
『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
テ
』
を
販
売
し
た
た
め
に
、
二
人
の
共
産
党
員
の
本
屋
が
国
家
庭
逆
罪
で
起
訴

一
0
か
月
の
要
塞
禁
固
と
一

0
0
マ
ル
ク
の
罰
金
と
い
う
有
罪
判
決
を
う
け
た
乙
と
で
あ
る
。
二
人
の
名
は

フ
リ
ッ
ツ
・
ド

ム
ニ

ン
グ

(JN-g
の
販
売
主
任
)
と
ル

1
ド
ル
フ
・
ラ
イ
マ
ン
(
出
版
社
ユ
ン
ゲ
・
ガ
ル
デ
支
配
人
)

で
、
判
決
の
日
は

一
九
二
七

年
二
月
五
日
で
あ
る
。

乙
れ
が
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
訴
訟
事
件
に
た
い
し
て
も
つ
意
味
を
、

さ
き
に
挙
げ
た
弁
護
士
の

A
・
ア
プ
フ
ェ
ル
は

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
本
人
自
ら
作
品
を
代
弁
レ
、
検
察
当
局
と
の
法
に
則
っ
た
論
戦
に
よ
っ
て
法
廷
で
作
品
を
証
言
す
る

ベ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

七



ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

機
会
を
詩
人
に
与
え
る
か
わ
り
に
、

七
四

訴
訟
を
分
断
し
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
り
、

l
テ
』
〕
を
販
売
し
た
書
籍
商
に
た
い
す
る
裁
判
に
お
い
て
、

だ
か
ら
、

他
の
本
と
と
も
に
特
に
毒
ガ
ス
の
本
〔
『
レ
ヴ
ィ
ジ

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
は

4

利
害
関
係
人
多
で
な
い
た
め
に
一
切
の

7

ン
と
ド
ム
ニ
ン
グ
)

に
た
い
す
る
判
決
は
、

乙
の
毒
ガ
ス
の
本

κ判
決
が
、
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
書
籍
商
(
ラ
イ

そ
の
判
決
理
由
の
な
か
に
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
信
ず
べ
き
情
報
に
よ
れ
ば
、
判
決

影
響
の
可
能
性
を
奪
わ
れ
た
訴
訟
に
お
い
て
、

理
由
に
は
は
っ
き
り
と
毒
ガ
ス
の
本
の
特
定
の
個
所
が
指
弾
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、

ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
夢
に

も
知
ら
ぬ
う
ち
に
、
別
の
本
も
、

ど
こ
か
の
書
籍
商
、
植
字
工
そ
の
他
に
た
い
す
る
ど
乙
か
の
別
の
裁
判
で
裁
か
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
の
だ
。
そ
し
て
も
し
も
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
、

つ
い
に
自
分
の
審
理
を
強
い
て
行
わ
せ
た
と
し
て
も
、
当
の
法
廷
は
、

ど
ん
な
に

す
ば
ら
し
い
弁
護
が
な
さ
れ
て
も
、
む
ろ
ん
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
だ
ろ
う
、
何
し
ろ
当
法
廷
は
す
で
に
こ
れ
乙
れ
の
裁
判
で
こ
れ

ヨ
ハ
ネ
ス

-
R
・
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
、
か
れ
が
行
っ
た
行

乙
れ
の
判
決
を
下
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
と
!

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

為
の
た
め
に
他
の
人
ぴ
と
が
監
獄
か
要
塞
に
送
ら
れ
る
と
と
に
憤
激
し
て
お
り
、
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
を
知
ら
ん
が
た
め
に
、

今
度
と
そ
公
訴
が
起
ζ

さ
れ
る
と
と
ぞ
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

ζ
う
し
て
、

一
七
日
付
『
ロ

l
テ
・
フ

7
1
ネ
』
そ
の
他
に
発
表
し
た
申
請
書
で
も
、

四
月
中
旬
S
D
R
が
検
事
総
長
に
宛
て
提
出

し

「
超
党
派
的
団
体
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
作
家
の
利
益
を

代
表
す
る
ド
イ
ツ
作
家
擁
護
協
会
は
、
検
事
総
長
に
た
い
し
、
詩
人

J
-
R
・
ベ
ヴ
ヒ
ャ
ー
を
小
説
『
レ
ヴ
ィ
ヲ

l
テ、

あ
る
い
は

唯
一
の
正
義
の
戦
争
』
の
著
者
と
し
て
、

大
審
院
に
お
け
る
被
告
人
の
席
に
着
か
せ
ら
れ
ろ
ょ
う
、
懇
請
す
る
」
、

と
一
見
矛
盾
し

た
乙
と
ば
を
冒
頭
か
ら
述
べ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
自
身
は
、
生
ま
れ
出
ょ
う
と
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
文
学
へ
の
集
中
的
攻
撃
の
現
れ
と
し
て
真
正
面
か
ら
受
け

と
め
、

そ
う
い
う
文
学
の
作
家
と
し
て
、
自
ら
の
憤
激
と
反
論
を
表
し
て
い
る
。

「
現
実
を
造
形
し
よ
う
と
す
る
ひ
と
り
の
芸
術
家



は
、
人
間
相
互
の
社
会
関
係
を
自
分
の
造
形
範
囲
の
な
か
に
、
ぜ
っ
た
い
に
取
り
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
社
会
関
係
を
、

乙
の
社
会
体
制
の
な
か
で
実
際
に
働
い
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
力
を
考
え
に
入
れ
な
い
で
、
描
写
し
よ
う
と
す
る
と
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
力
の
ひ
と
つ
が
、
大
審
院
も
こ
れ
を
否
認
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
な
の
だ
。
階

級
を
意
識
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
、
肉
と
血
で
で
き
た
実
在
で
あ
り
、

一
個
の
現
実
で
あ
打

ひ
と
つ
の
事
実
で
あ
る
。

か
れ
の
苦
難
は
、
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
事
実
は
、

つ
ま
り
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
革
命
的
な
言
語
に
よ
っ
て
し
か
、
表
現
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る

0

・:」

か
れ
の
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
や
闘
い
は
、

こ
の
事
実
に
対
応
す
る
形
式
、

と
と
ろ
で
検
察
当
局
は
、

右
の
、

と
く
に

S
D
S
の
申
請
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

川
氏
返
し
に
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
ト
に
た
い
し

て
、
い
わ
ば
こ
れ
を
逆
撫
で
に
す
る
よ
う
な
、
逆
手
に
取
る
よ
う
な
仕
方
で
、

し
か
し
お
そ
ら
く
、

か
れ
ら
の
予
定
ど
お
り
の
挙
に

出
た
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ッ
ヒ
ャ

i
本
人
に
た
い
し
て
、
新
た
な
予
審
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
予
審
判
事
に
よ
る
最
後
の
取

調
べ
が
行
わ
れ
た
の
は
二
七
年
六
月
一
六
日
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、

記
事
が
、
ま
た
し
て
も
「
連
続
行
為
」
に
た
い
す
る
補
助
的
証
拠
と
し
て
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
七
月
五
日
に
は
、
例
の
鑑
定
医
ゼ

1

ラ

l
ト
教
授
が
、
も
う
一
度
苦
労
し
て
、
「
被
疑
者
は
著
書
『
唯
一
の
正
義
の
戦
争
』
を
草
す
る
さ
い
、
特
殊
的
心
理
的
素
質
の

影
響
の
下
に
強
制
的
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
決
し
て
な
い
:
・
」
と
、
記
録
を
取
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
度
た
び
要
請
今

う
け
な
が
ら
検
察
は
、
学
識
経
験
者
に
ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
作
品
の
文
学
的
鑑
定
を
さ
せ
る
乙
と
を
、
さ
い
と
ま
で
拒
否
し
た
。

一
月
に
ヘ
ッ
ヒ
ャ
ー
が
あ
る
新
聞
に
書
い
た
時
事
的
な
短
い

一
九
二
七
年
八
月
六
日
の
日
付
を
も
っ
て
、
つ
い
に
(
あ
る
い
は
、

ア
ン
タ
ラ

I
ゲ
シ
ユ
リ
フ
ト

ヒ
ャ
ー
に
た
い
す
る
起
訴
状
に
署
名
し
、

や
っ
と
)
検
事
総
長
ア
ル
プ
レ
ー
ト
・
ヴ
ム
ル
ナ

l
は
ベ
ッ

シ
ユ
ト
ラ

1
フ
ゼ
ナ

1
ト

プ

レ

ジ

デ

ン

ト

大
審
院
に
公
訴
の
提
起
を
行
っ
た
。
大
審
院
の
第
四
刑
事
法
廷
の
廷
長
ア

γ
ン
タ

-
7
1
ゲ
フ
オ
ル
メ
ル

こ
れ
を
う
け
て
周
年
一

O
月
一
一
一
日
付
で
訴
訟
の
開
始
を
告
げ
る
起
訴
正
文
に
署
名
し
た
。

レ
ク
サ
ン
ダ
!
・
ニ

l
ト
ナ

i
は、

ベ
ヴ
ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

七
五



ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

七
ノ、

乙
の
起
訴
正
文
は
、
筆
者
に
は
法
律
の
条
文
な
ど
未
知
の
個
所
が
多
い
が
、
訳
し
て
お
く
だ
け
の
価
値
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

お
こ
れ
は
、
一
九
二
八
年
の
春
頃
ペ
ッ
ヒ
ャ

l
裁
判
に
た
い
す
る
抗
議
と
支
援
の
た
め
に
ド
イ
ツ
赤
色
救
援
会
が
人
び
と
の
声
を
集 な

め
て
出
版
し
た
ブ
ロ
シ
ュ

l
レ
『
ヨ
ハ
・

R
・
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
た
い
す
る
文
学
的
国
家
反
逆
罪
』
(
ミ
ロ
湾
ロ

g
gユ
問
。
宮
出
o
o
F
2
己
主

崎
司
向
。
ロ

h
O
H
M
・
H
W
・
回
o
o
F
2
1
R
)

に
翻
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が

乙
の
翻
刻
の
た
め
に

ブ
ロ
シ
ュ

i
レ
の
発
行
者
は
ベ
ル
リ
ン

モ
ア
ピ

l
ト
の
刑
事
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
、
裁
判
の
あ
げ
く
二

0
0
マ
ル
ク
の
罰
金
と
一

0
日
閣
の
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

"
 

た
。
)検

事
総
長
の
提
起
K
基
づ
き
、
作
家
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ロ

1
ベ
ル
ト
・
ベ

ッ
ヒ
ャ

l
、
ベ
ル
リ
ン

N
W
肝
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
通
り
三

番
地
、

一
八
九

一
年
五
月
二
二
日
ミ
品
ン
ヒ
占
ン
生
ま
れ
に
た
い
し
、
大
審
院
第
四
刑
事
法
廷
に
お
い
て
訴
訟
が
開
始
さ
れ
る
。

理
由

本
人
は
以
下
の
各
件
に
つ
き
十
分
な
る
容
疑
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
、

ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
内
国
に
お
い
て
一
九
二
四
年
よ
り
一
九
二
六
年
に
い
た
る
閥
、
法
の
時
効
に
か
か
ら
ぬ
期
聞
に
、
同
一
の
連
続

行
為
に
よ
り
、

と
り
わ
け
次
の
印
刷
物
す
な
わ
ち
、

一、
的
前
へ
、
赤
き
戦
線
よ
、
散
文
集
。

一
九
二
四
年
、
台
風
社
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

制
封
働
者
、
農
民
、
兵
士
。
革
命
的
闘
争
劇
草
稿
。

一
九
二
四
年
、
台
風
社
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

一一、

「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
寄
す
!
」
一
九
二
五
年
五
月
三
日
付
『
ロ

l
テ
・
フ
ァ

l
ネ
』
そ
の
他
に
翻
刻
、

三
、
玉
座
の
う
え
の
屍
(
お
も
て
の
題
名
は
、
玉
座
の
う
え
の
屍
、
内
の
題
名
は
、
赤
き
行
進
l
l
l玉
座
の
う
え
の
屍
|
|
』
爆
撃



機)。

ベ
ル
リ
ン

一
九
二
五
年
、

ヴ
ィ
ヴ
ァ
出
版
社
、

四
、
唯
一
の
正
義
の
戦
争
(
別
名
は
レ
ヴ

ィ
ジ

1
テ
)
、
小
説
。
出
版
社
は
ヴ
ィ

l
ン
の
ア

l
ギ
ス
社
。
印
刷
者
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー

ク、

ベ
ル
リ

ン
、
支
庖
ハ
ノ

l
フ
ァ
。
出
版
は
ヴ
ィ

1
ン
1
ベ
ル
リ

ン
一
九
二

六
年、

の
著
者
と
し
て
、

的
ド
イ
ツ
国
憲
法
を
暴
力
的
に
改
変
せ
ん
と
す
る
国
家
反
逆
的
企
図
を
、
行
為
に
よ
り
準
備
し
た
、

同
憲
法
に
従
っ
て
確
定
さ
れ
た
国
お
よ
び
州
の
共
和
制
政
体
を
転
覆
せ
ん
と
す
る
意
図
を
追
求
す
る
反
国
家
的
結
社
(
刑
法
第
一

そ
の
意
図
の
た
め
に
結
社
員
巻
、
名
実
と
も
に
支
持
し
た
、

け
公
然
と
、
憲
法
に
従
っ
て
確
定
さ
れ
た
国
お
よ
び
州
の
共
和
制
政
体
を
誹
誘
し
、
そ
の
名
誉
を
、
国
お
よ
び
州
の
共
和
政
府
閣

二
八
条
、

一
二
九
条
)
に
加
わ
り
、
結
社
と
、

僚
を
誹
務
す
る
と
と
に
よ
っ
て
失
墜
せ
し
め
た、

伺
誹
務
的
言
辞
に
よ
っ
て
公
然
と
神
を
冒
涜
す
る
こ
と
に
よ
り
公
徳
心
を
汚
し、

ま
た
、

公
然
と
キ
リ
ス
ト
教
会
の
一
つ

号
、
そ

の
制
度
、
儀
式
を
誹
諮
し
た
、

刑
法
第
八
六
条
、
八

一
条

二

項

、

七

三

条

、

お

よ

び
、

ア
ツ
ス
ン
グ

の
規
定
に
よ
る
一
九
一
一

一一
年
七
月
二
一
日
の
共
和
国
防
衛
法
(
国
法
典
一
の
五
八
五
頁
)
第
七
条
四
項
、

一
六
六
条
、

一
九
二
六
年
七
月
八
日
の
法
律
(
国
法
典
一
の
三
九
七
頁
)

八
条
一
項
、
九
条
、

一O
条、

一
一
条
、
二
四
条
に
た
い
す
る
違
反
な
ら
び
に
犯
罪
。

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、

一
九
二
七
年
一

O
月
二
一
日

大
審
院

第
四
刑
事
法
廷

(署
名
)

一
!
ト
ナ
l
、
シ
ュ
ラ
イ
ヤ

l
、
ゾ
ン
タ

l
ク

ベ
ッ

ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

七
七



ペ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

七
八

国
家
の
側
が
、
総
括
的
に
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
た
い
し
て
突
き
つ
け
た
こ
の
か
れ
の
犯
罪
な
る
も
の
が
、
詩
人
が
造
形
し
た
文
学
作
品

と
い
う
視
点
を
ま
っ
た
く
欠
い
た
、
む
し
ろ
そ
れ
を
不
要
と
す
る
立
場
か
ら
並
べ
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
ベ
ッ
ヒ

ャ
ー
の
た
め
に
書
か
れ
た
多
く
の
抗
議
や
声
明
や
解
説
の
な
か
で
、

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
様
に
、

一
九
二
五
年

以
前
に
公
表
さ
れ
た
三
冊
の
本
(
「
ヒ
ン
テ

ン
ブ
ル
ク
に
寄
す
」
の
詩
を
加
え
れ
ば
、

四
つ
の
作
品
)
{ま

ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
赦

法
に
よ
っ
て
訴
追
の
対
象
K
は
な
り
え
な
い
は
ず
だ
と
い
う
ζ

と
も
、

た
び
た
び
解
明
さ
れ
て
い
る
し
、

さ
き

K
も
触
れ
た
と
お
り

で
あ
る
。
た
だ
、

乙
の
点
に
関
し
て
は
、
右
の
起
訴
正
文
に
使
わ
れ
た

「
連
続
行
為
」

(LDユ
問

2
2
N
Z
出
静
岡
】
【
凶

Z
口
問
a
a
)

と
い
F

フ

法
律
概
念
が
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
事
件
に
お
け
る
い
わ
ば
法
廷
闘
争
上
の
、
具
体
的
な
法
運
用
・
解
釈
上
の
争
点
と
な
り
う
べ
き
問
題
と

し
て
、

あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
ζ

と
が
、

同
じ
く
ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
友
人
た
ち
の
発
言
か
ら
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
く
に
弁
護

士
ア
プ
フ
占
ル
の
、

さ
き
に
も
引
用
し
た
報
告
(
一
九
二
七
年
五
月
、

S
D
S
機
関
誌
『
作
家
』
)

は
、
乙
の
問
題
に
つ
い
て

そ

れ
以
上
の
事
が
ら
に
つ
い
て
も
)
示
唆
が
多
い
。
「
連
続
行
為
」
(
な
い
し
連
続
犯
沙
円
高
2
2呉
市
田
ぐ
角
可
2
Zロ
)
と
は
、
現
在
の

辞
典
で
は
例
え
ば
こ
ん
な
ふ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
数
伺
の
行
為
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
的
に
犯
罪
構
成
要
件
を
み
た
し
て
い
る

レ
ヒ
ツ
グ

l
'

と
き
、
し
か
も
犯
人
が
同
一
の
構
成
要
件
(
例
え
ば
窃
盗
)
を
、
同
種
の
法
的
財
(
例
え
ば
所
有
権
)
の
侵
害
に
よ
り
、
同
種
の
犯

行
方
法
(
例
え
ば
押
し
込
み
な
い
し
合
鍵
に
よ
る
窃
盗
)
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
全
体
的
犯
意
K
基
づ
き
、
実
現
し
た
場
合
は
、
そ

れ
ら
の
行
為
は
法
的
に
た
だ
ひ
と
つ
の
行
為
と
見
倣
さ
れ
る
。
連
続
行
為
に
つ
い
て
は
、
犯
人
は
た
だ
ひ
と
つ
の
行
為
の
ゆ
え
に
処

罰
さ
れ
る
。
個
々
の
行
為
の
数
は
、
刑
の
量
定
に
さ
い
し
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
(
日
本
で
も
、
昭
和
二
二
年
の
改
正

で
削
除
さ
れ
た
刑
法
五
五
条
K
連
続
犯
の
規
定
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

ζ

乙
で
も
結
局
、

「
連
続
し
た
数
個
の
行
為
で
同
一
の
罪
名

に
触
れ
る
と
き
」
は
、
「
科
刑
上
の
一
罪
」
と
し
て
処
断
す
る
、
と
い
う
ζ

と
が
そ
の
根
本
の
考
え
方
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
)



ア
プ
フ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、

の
葉
巻
を
毎
日

一
本
ず
つ
く
す
ね
る

白
使
号
、

「
連
続
行
為
」
と
い
う
概
念
は
通
常
、
被
疑
者
を
数
助
す
る
た
め
に
、

だ
か
ら
例
え
ば
、
自
分
の
主
人

た
だ
一
度
だ
け
(
だ
か
ら
毎
日
の
窃
盗
行
為
の
た
め
に
で
は
な
く
)
罰
す
る
た
め

に
、
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ベ
ッ

ヒ
ャ

l
の
場
合
に
は
、

こ
の
概
念
は
、
被
疑
者
を

H

国
家
反
逆
犯
人
4

と
し
て
完

全
に
打
ち
の
め
す

(
3
-
p
r
-
=
-
2川
市

Z

E
)

た
め
に
利
用
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

大
赦
法
後
に
発
表
さ
れ
た

『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
テ
』
と
、

大-

赦
法
前
に
告
発
さ
れ
た

(
し
た
が
っ
て
大
赦
に
該
当
す
る
)
著
作
と
の
あ
い
だ
に
作
為
的
に
関
連
を
つ
く
り
だ
し
、
刑
法
上
、
同
一

線
上
に
あ
る
も
の
と
見
倣
し
て
、

音崎は、

『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
-ア
』
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
遡
行
し
て
、
以
前
の
諸
作
品
を
も
つ
ら
ぬ
く
ζ

と
K
な
り
、

乙
の
法
律
概
念
を
逆
利
用
し
て
ひ
と
つ
の
統
一
的
な
犯
意
を
組
み
立
て
る
、
ー
ー
だ
か
ら
乙
の
犯

乙
う
し
て
検
察
・
裁
判

当
局
は
、
大
赦
法
を
蹴
と
ば
し
て
、

そ
れ
以
前
の
著
作
を
含
む
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
全
部
を
反
逆
罪
訴
訟
K
持
ち
込
む
と
と
が
で
き
る
わ

け
で
あ
る
。

そ
こ
で
ア
フ
フ
ェ
ル
は
、
起
訴
の
対
象
と
な
っ
た
個
々
の
作
品
の
全
部
を
、

ひ
と
つ
の
法
的
な
統
一
体
と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る

見
方
は
、
当
た
ら
な
い
と
反
駁
し
て
、

『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
テ
』
が

そ
の
内
容
か
ら
言
っ
て
以
前
の
諸
作
品
と
関
連
が
あ
る
か
ど
う

か
、
専
門
的
な
審
査
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
論
じ
た
。

(
む
ろ
ん
か
れ
の
論
理
の
基
礎
に
は
、
弁
護
人
と
し
て
の
守
ク
テ
ィ
ッ
ク
が

あ
る
。
そ
れ
で
も
か
れ
は
、
す
ぐ
れ
た
知
識
人
と
し
て
乙
の
反
戦
小
説
の
真
の
実
験
的
な
意
味
を
読
み
取
り
、

あ
く
ま
で
も
文
学
作

品
と
し
て
と
れ
を
下
劣
な
反
動
か
ら
守
ろ
う
と
し
て
い
た
。
)

こ
う
い
う
審
査
を
す
れ
ば

乙
の
小
説
は
テ

l
マ、

内
容
、
叙
述

の
方
法
に
お
い
て
、
詳
細
な
化
学
研
究
に
基
づ
く
(
事
実
、

こ
の
本
の
巻
末
に
は

一
O
頁
以
上
に
わ
た
る
文
献
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

!
)
科
学
的
な
作
品
で
あ
り
、
著
者
の
根
本
観
念
を
否
認
す
る
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
以
前
の
熱
情
的
な
革
命
的
な
諸
作
と
は

フ
才
ル
ト
ゼ

y
ツ
ン
グ

け
っ
し
て
前
の
著
作
の
「
続
き
」
で
は
な
い
ζ

と

反
対
に
、
即
物
的
な
著
作
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、

ベ
y

ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

七
九
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ッ
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ャ
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訴
訟
事
件
に
つ
い
て

/¥ 。

いか
、
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
当
局
の
作
為
的
な
立
証
は
、
「
芸
術
的
な
創
作
行
為
に
た
い
す
る
い
か
な
る
敬
意
も
な
い

そ
の
一
作
一
作
が
ひ
と
つ
の
新
し
い
創
造
行
為
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
新
し
い
内

こ
と
を
嘆
ぜ
し
め
る
。
ひ
と
り
の
詩
人
の
作
品
は
、

的
造
形
作
用
の
啓
示
を
意
味
す
る
。
ひ
と
つ
の
作
品
の
公
表
と
と
も
に
、

そ
の
作
品
を
生
ん
だ
感
情

・
思
想
世
界
は
、
素
人
が
思
つ

て
い
る
よ
り
も
も
っ
と
は
っ
き
り
と
、
詩
人
に
と
っ
て
は
何
と
し
て
も
ひ
と
つ
の
完
結
し
た
事
実
と
な
り
、

そ
れ
が
も
う
一
度
か
れ

を
文
学
的
に
突
き
動
か
す
と
い
う
ζ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
最
初
か
ら
、
旧
作
に
見
出
し
た
も
の
だ
け
を
新
し
い
作

品
の
な
か
に
授
そ
う
と
す
る
鈍
磨
し
た
本
能
を
も
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
詩
人
の
作
品
を
絡
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に

馬
鹿
げ
た
理
解
の
仕
方
と
言
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
ア
プ
フ
ェ
ル
の
芸
術
・
文
学
観
は
、

む
し
ろ
古
典
的
で
あ
っ
て
、
芸
術
を
階
級
闘
争
の
武
器
た
ら
し
め
よ
う
と

し
て
い
た
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
は
、
直
接
的
に
は
い
く
ら
か
ズ
レ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
に
し
て
も
、
弁
護
と
い

う
必
然
の
要
請
か
ら
ば
か
り
で
は
な
く
、

「
自
分
を
と
り
ま
く
現
実
の
芸
術
的
造
形
の
た
め
に
、

そ
の
重
み
と
そ
の
質
K
よ
っ
て
と

の
わ
れ
わ
れ
の
世
界
の
改
革
に
役
立
つ
べ
き
と
と
ば
と
形
式
を
見
出
そ
う
と
、
情
熱
を
も
っ
て
努
め
る
」
詩
人
た
ち
へ
の
真
っ
当
な

理
解
ζ

そ
が
、

ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
弁
論
を
高
い
レ
ヴ
ム
ル
に
押
し
上
げ
て
い
る
乙
と
を
、

あ
る
感
動
を
も

っ
て
確
認
せ
ざ
る
を
え
な

L、
。

(
そ
し
て
、

政
治
的
な
裁
判
事
件
に
お
い
て
は
ツ
キ
モ
ノ
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
訴
訟
事
件
の
ま
わ
り
に

も、

ζ

の
弁
護
士
が
い
た
と
と
、

ま
た
前
述
の
二
人
の
書
届
関
係
者
と
プ
ロ

ンュ

1
レ
の
編
集
発
行
者
が
、

制

ャ
!
の
本
の
販
売
を
有
罪
の
少
く
と
も
ひ
と
つ
の
週
由
と
さ
れ
た
二
人
が
い
た
乙
と
を
、

そ
の
ほ
か
に
も
ベ
ッ
ヒ

ワ
イ
マ

l
ル
時
代
の
鎚
千
と
い
う
政
治
犯

た
ち
の
な
か
の
ほ
ん
の
一
例
と
し
て
で
も
、

ベ
ッ

ヒ
ャ

1
支
援
の
声
を
挙
げ
た
高
名
な
文
学
者
た
ち
の
存
在
に
た
い
す
る
の
と
は
す

と
し
違
っ
た
感
銘
を
も
っ
て
、
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
)



調ド

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
事
件
に
か
か
わ
る
抗
議
や
支
援
は
、

一
九
二
五
年
八
月
の

ベ
ッ

ヒ
ャ

l
逮
捕
の
時
点
か
ら
す
で
に
起
こ
さ
れ
て
い
た

が
、
右
の
よ
う
に
一
九
二
七
年
一

O
月
正
式
に
起
訴
が
確
定
し
、
翌
二
八
年

一
月
一
六
日
の
公
判
期
日
が
発
表
さ
れ
た
と
ろ
に
大
き

く
盛
り
上
っ
た
。

一
月
八
日
、

ベ
ル
リ
ン
の
ノ
レ
ン
ド
ル
フ
広
場
の
ピ
ス
カ
ー
ト
ア
劇
場
で
抗
議
集
会
が
催
さ
れ
た
。
第
一
次
大
戦

前
か
ら
の

S
P
D
左
派
の
闘
士
だ
っ
た
老
ゲ
オ
ル
ク
・
レ

l
デ
ブ

l
ア
が
司
会
し
た
ζ

の
集
会
で
は
、
ま
ず
友
人
フ
ラ
ン
ツ
・
へ
レ

リ
ン
グ
が

d

犯
罪
人
ク
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
人
と
文
学
に
つ
い
て
、

か
れ
の
生
い
立
ち
に
遡
っ
て

そ
の
内
側
か
ら
紹
介
し
た
。

てコ

い

で
、
弁
護
人
と
し
て
の

A
・
ア
プ
フ
ェ
ル

が
ベ
ッ
ヒ

ャ
1
裁
判
の
全
体
経
過
を
説
明
し
、

ペ
ッ

ヒ
ャ

l
は、

そ
の
著
書
を
発
禁
・
抑

と
い
う
前
代
未
聞
の
事
実
を
指
摘
し
、

い
わ
ゆ
る
書
籍
商
裁
判
が
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
て
い
る
の
で
、
最
初
か
ら
有
罪
犯
人
と
し
て
法
廷
に
立
た
さ
れ
る

乙
の
裁
判
は
ド
イ
ツ
の
全
著
作
物
を
も
っ
と
も
初
歩
的
な
か
た
・
ち
で
脅
か
し
て
い
る
問
題
で

収
さ
れ
た
う
え、

あ
る
ζ

と
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
、

E
・
ト
ラ

1
や
E
・
E
-
キ
ッ

シ
ュ
が
、

ζ

の
裁
判
は
ζ

と
ば
の
自
自
に
た
い
す
る
多
大
逆
罪
ク

で
あ
り
、

そ
の
症
候
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
と
と
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
、
ま
た

A
・
ホ
リ
チ
ャ

1
は
事
件
の
政
治
的
背
景
を
分
析
し

た。

(
A
・
ク
ラ
イ
ン
ら
の
記
録
集
に
は
、

乙
の
抗
議
集
会
の
と
き
の
「
弁
士
」
た
ち
の
写
真
一
葉
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
右
に
そ

の
名
を
示
し
た
者
以
外
に
も
、

E

・
ピ
ス
カ
ー
ト
ァ
、

W
-
ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル
デ
、

A
-
Mツ
ォ
ル
フ
ェ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
、

E
-
E
ュ
l

ザ

l
ム、

K
・
ク
レ

l
パ

l
、

E
・
ヴ
ァ
イ
ナ

l
ト
の
顔
が
見
え
る
の
で
、

か
な
り
の
大
集
会
で
あ
っ
た
乙
と
が
額
像
さ
れ
る
。
ヴ

ォ
ル
フ
ム
ン
ン
ュ
タ
イ
ン
は
、

A
-
デ
l
プ
リ
ン
、

A
-
ツ
ヴ
ァ
イ
夕
、

G
・
グ
ロ
ス
、

そ
の
他
五

O
名
以
上
の
芸
術
家
、
作
家
、

ベ
7

ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

/¥ 



ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

/l、

演
出
家
の
署
名
を
も
っ
抗
議
声
明
を
読
み
上
げ
て
い
る
。
)

き
い
の
は
、

集
会
に
は
内
外
の
各
方
面
か
ら
連
帯
の

こ
と
ば
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。

そ
れ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
大

や
は
り
マ
キ
シ
ム
・
コ

l
リ
キ

l
の
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ゴ

l
リ
キ

l
は
、
円
シ
ア
語
訳
の
『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
テ』

(
ベ
ヴ
ヒ
ャ
!
の
こ
の
小
説
は
二
六
年
発
表
後
ま
も
な
く
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
、

二
七
年
ま
で
に
三
種
の
訳
本
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国

内
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
)
を
読
ん
で
い
て
、
心
の
あ
ふ
れ
た
並
な
み
で
な
い
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。

「ヨ

ハ
ネ

ス
・

R
・
ベ
ッ
ヒ

ャ
ー
は
、
ま
ず
、
何
よ
り
も
、
才
能
あ
る
人
で
あ
る
。
わ
た
し
は
か
れ
の
詩
の
美
し
さ
と
力
を
判
定
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
が
、
そ

れ
ら
の
詩
が
乙
の
か
れ
の
散
文
に
劣
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
と
思
っ
て
い
る
。

ベ
ッ

ヒ
ャ
!
の

『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
テ
』
(
唯

一
の
正
義

の
戦
争
)

は
、
愛
と
怒
り
に
霞
熔
さ
せ
ら
れ
た
ひ
と
り
の
ほ
ん
も
の
の
芸
術
家
の
す
ば
ら
し
い
本
で
あ
る
。

ヨ
ハ
、
ネ
ス

-
R
・
ベ
ッ

ヒ
ャ

i
は、

か
れ
が
情
熱
的
に
愛
し
憎
む
た
め
に
、
罰
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
己

し
か
も
、

法
廷
の
席
に
坐
っ
て
か
れ
を
裁
く

の
は
、

キ
リ

ス
ト
を
崇
め
る
人
間
た
ち
で
あ
ろ
う
が
、

キ
リ
ス
ト
は
か
れ
の
愛
と
憎
し
み
の
ゆ
え
児
殺
さ
れ
た
の
だ
、

と
ゴ

l
リ
キ

ー
は
書
く
。
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
小
説
に
触
れ
な
が
ら
、
ゴ

l
リ
キ

l
は
、
戦
争
と
人
間
殺
教
に
よ
っ
て
生
き
延
び
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

1
断
罪
や
サ
ッ
コ
と
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
殺
害
の
よ
う
な
「
自
己
防
衛
の
行
為
」

K
よ
っ
て
も
、

そ
の

不
可
避
の
没
落
か
ら
身
を
ま
も
る
ζ

と
は
で
き
な
い
し
、

「
自
ら
の
犯
罪
を
正
当
化
で
き
る
よ
う
な
、

い
か
な
る
宗
教
も
、

、
〉

E

1
1カ
f
一

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
も
っ
て
は
い
な
い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
が
い
ま
な
お
己
れ
を
支
え
て
い
る
唯
一
の
手
段
は
、
科
学
者
の
力
を
厚

顔
無
恥
に
利
用
し
尽
す
乙
と
で
あ
り
、

そ
れ
で
産
業
と
技
術
を
豊
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
も
も
う
長
い
乙
と
で
は
な
い
の

だ
。
〔
:
:
:
〕

や
が
て
科
学
者
た
ち
に
も
〔
:
:
:
〕
自
分
た
ち
が
『
文
化
』
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

人
民
に
逆

ら
い
、
自
分
た
ち
自
身

κ逆
ら
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
乙
と
が
、
必
ず
や
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。
さ
い



「
誠
実
で
あ
り
才
能
が
あ
る
と
い
う
罪
、
以
外
の
い
か
な
る
罪
も
な
い
ヨ
ハ
ネ
ス
・

R
・
ベ
ッ
ヒ
ャ

1
に
た
い

す
る
訴
訟
に
抗
議
す
る
よ
う
、
わ
た
し
は
す
べ
て
の
誠
実
な
人
び
と
に
呼
び
か
け
る
」
と
、
結
ん
で
い
る
。

と
に
ゴ

l
リ
キ

l
は、

マ
ク
シ
ム
・
ゴ

l
リ
キ
ー
の
ほ
か
に
も
、
海
外
か
ら
(
こ
の
集
会
が
催
さ
れ
た
最
初
の
公
判
へ
む
け
て
の
時
期
だ
け
で
な
く
、

こ

れ
が
延
期
さ
れ
た
二
度
目
の
公
判
期
日
の
三
月
一
五
目
前
後
の
時
期
を
含
め
る
と
、
)

ロ
マ
ン
・
ロ
-
フ

ン、

ア
ン
リ
・
パ
ル
ビ

A

ス

ゃ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
作
家
た
ち
、
プ
ラ
ハ
の
芸
術
家
グ
ル
ー
プ

ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
ら
の
ア
メ
リ
カ
作
家
グ
ル
ー
プ
か
ら
も

抗
議
の
声
が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
す
で
に
二
五
年
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
逮
捕
の
と
き
に
、
革
命
文
学
国
際
事
務
局

(
I
B
R
L
)
。コ
決

ぷ
表
明
が
送
ら
れ
て
き
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

園
内
的
に
は
、

な
お
幾
人
か
を
挙
げ
る
な
ら
、

最
初
の
公
判
の
法
廷
に
は

T
・
マ

H
・
ケ
ス
ラ
ー
を
「
学
識
経
験
者
」
と
し
て
召
喚
さ
せ
る
用
意
が
弁
護
側
に
で
き
て
い
た
。

A

・
ケ
ル
な
ど

は
「
ヨ
ハ
ネ
ス

-
R
・
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
、
そ
れ
は
き
み
だ
、
そ
し
て
き
み
だ
、
そ
し
て
き
み
に
。
そ
れ
は
明
日
の
わ
れ
わ
れ
だ
!
:
:
・
」

ン、

L
・
フ
ラ
ン
ク
、

と川
市一回告し、

乙
の
年
八
月
『
三
文
オ
ペ
ラ
』
が
初
演
さ
れ
る
は
ず
の

B
・
ブ
レ
ヒ
ト
は
「
ド
イ

y
司
法
と
い
う
事
件
を
取
り
上
げ

る
に
は
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
事
件
は
ほ
と
ん
ど
も
は
や
必
要
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

乙
の
国
の
ひ
と
り
の
作
家
を
監
獄
の
奥
に
ぶ
ち
込
む

に
は
、
ま
さ
に
誠
実
さ
と
、

公
的
な
問
題
に
た
い
す
る
関
心
と
だ
け
で
十
分
な
の
だ
。
裁
判
官
と
ひ
と
り
の
警
官
と
の
あ
い
た
の
微

妙
な
区
別
は
、

ほ
と
ん
ど
も
う
自
に
は
見
え
な
い
。
今
日
、
買
収
の
き
か
な
い
の
は
ド
イ
ツ
の
司
法
だ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
世

レ
ヒ
ト
・

シ
ユ
プ

レ
ツ
ヒ
エ
ン

ど
れ
ほ
ど
高
額
の
金
を
積
ん
で
も
、
正
シ
イ
判
決
ヲ
下
ス
よ
う
に
と
た
だ
ひ
と
り
の
裁
判
官
房
〕
誘
惑
す
る

界
中
ど
乙
に
お
い
て
も
、

乙
と
も
、
も
う
で
き
な
い
。
」
と
、
シ
ニ
カ
ル
に
語
っ
て
い
た
。
ま
た
団
体
と
し
て
は
、

「
ド
イ
ツ
著
作
家
全
国
連
盟
」

同町市一
ο-一
回
E

4
2・F
2三
ニ
2
口市
=
z
o
z
oロ
moFユ
ご

Z
呂
田
)
、

「
ド
イ
ツ
人
権
連
盟
」

(U
市
三
宮
一

5
E
E
E
-
-
玄

2
2
Z
2・2
r
Z
)
の
抗
議
声
明

も
残
さ
れ
て
い
る
が
、

S
D
S
が
終
始
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
擁
護
に
動
い
て
い
る
の
が
目
立
つ
。
お
そ
ら
く
ベ
ル
リ
ン
の
左
派
ゲ
ル

l
プ
の

ベ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

i¥ 



八
四

回

力
と
と
も
に
、
声
明
の
論
旨
な
ど
か
ら
見
て
、
弁
護
士
ア
プ
フ
ム
ル
の
助
言
も
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ベ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

い
ず
れ
に
せ
よ
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
裁
判
の
二
八
年
一
月
一
六
日
の
公
判
は
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
コ
一
月
一
五
日
と
さ
れ
た
次
の
公
判

も
、
再
度
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
度
に
わ
た
る
延
期
の
理
由
と
し
て
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
自
身
も
言
う
よ
う

κ、
や
は
り
、
以

上
に
述
べ
た
よ
う
な
国
の
内
外
か
ら
の
「
一
致
し
た
抗
議
の
嵐
」
に
よ
っ
て
、
検
察
・
裁
判
官
の
側
に
動
揺
が
生
じ
た
だ
ろ
う
こ
と

を
、
挙
げ
て
よ
い
。
そ
し
て
ベ
ッ
ヒ
ャ

1
は
確
信
に
み
ら
、
む
し
ろ
意
気
軒
高
だ
っ
た
。
公
判
の
た
め
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
陀
い
た
か

れ
は
、
三
月
一
四
日
付
の
『
ザ
ク
セ
ン
努
働
者
新
聞
』
に
『
戦
争
反
対
の
闘
争
宣
言
|
|
わ
た
し
の
裁
判
の
延
期
に
つ
い
て
|
|
』

を
寄
稿
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
「
反
動
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
反
対
し
、
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
奉
仕
に
立
っ
た
」
作
家
と
し

て
の
基
本
原
理
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
語
っ
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
戦
争
や
搾
取
や
悲
惨
を
終
ら
せ
る
唯
一
の
手
段
と
し
て
の
杜

会
革
命
の
問
題
(
そ
れ
は
「
最
近
の
わ
た
し
の
あ
ら
ゆ
る
文
学
の
中
心
に
あ
る
」
)
か
ら
、

世
界
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
よ
る
戦

争
の
除
去
、
新
し
い
社
会
体
制
・
解
放
さ
れ
た
人
類
の
誕
生
で
あ
る
内
戦
(
「
わ
た
し
は
作
品
『
レ
ヴ
ィ
ジ
|
テ
』
の
な
か
で
乙
の
内

戦
を
『
惟

一
の
正
義
の
戦
争
』
と
し
て
官
。
吉
岡

5
2
し
た
」
)
、

階
級
闘
争
の
武
器
と
し
て
の
芸
術
、

そ
し
て
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
全
闘
争
を
導
く
べ
き
組
織
と
し
て
の
共
産
党
(
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
奉
仕
に
立
つ
芸
術
家
は
人
間
と
し
て
も
プ
ロ
レ
タ

リ
ア

l
ト
の
奉
仕
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
、

家
と
し
て
も
党
の
奉
仕
に
立
つ
の
で
あ
る
。
」
)
等
々
に
つ
い
て
、

〔
:
:
:
〕
共
産
党
は
闘
争
を
導
く
組
織
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
は
芸
術
家
、
人
間
、
政
治

率
直
・
大
胞
に
(
何
し
ろ
ま
だ
裁
判
は
延
期
さ
れ
た
だ
け
で
あ

る
)
一
語
っ
て
い
る
が
、

し
か
し
と
の
文
章
は
全
体
と
し
て
か
な
り
公
式
的
、
教
科
書
風
で
あ
り
、
教
条
主
義
的
な
商
き
え
あ
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
(
た
だ
、
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
前
日
の
二
ニ
自
に
延
期
の
通
知
を
受
け
、
ま
た
そ
の
日
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
労
働
者

同

と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
気
負
い
立

た
ち
に
よ
る
抗
議
集
会
に
出
席
し
て
『
レ
ヴ
ィ
ジ

1
テ
』
の
作
者
と
し
て
話
を
し
た
、



つ
よ
う
な
執
筆
の
状
況
を
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
ろ
う
か
。
)
と
は
い
え
こ
の
問
題
は
、
根
本
的
に
は
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
の
ベ

ッ

ヒ
ャ
!
の
文
学
全
体
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。

い
ま
は
裁
判
の
結
末
を
急
い
で
、

次
の
作
品
検
討
の
さ
い
に
扱
う
こ
と
に
す
る
。

一
九
二
八
年
三
月
、

一
一
度
目
の
公
判
延
期
が
通
知
さ
れ
て
以
後
も
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
何
度
か
予
審
判
事
に
呼
び
出
さ
れ
て
取
り
調

ベ
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。

詩
集
『
飢
餓
の
街
』

(
ヨ
ロ
芯

E
E
】
』
均
三
均
巾
白
押
担
。
件
E
H
M
W
問
問
)

の
再
版
が
出
た
た
め
に
、

そ

の
な
か
の
『
サ
ッ
コ
、

ヴ
ァ

ン
ゼ
ッ
テ
ィ
!
」
な
ど
の
詩
が
新
し
く
検
察
の
爪
に
ひ
っ
か
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
前
述

の
ド
イ
ツ
赤
色
救
援
会
の
ブ
ロ
シ
ュ

1
レ
『
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
た
い
す
る
文
学
的
国
家
反
逆
罪
』
が
起
訴
さ
れ
た
た
め
、

し
か
も
そ
の

「
起
訴
状
が
利
用
さ
れ
た
た
め
、

ベ
ッ
ヒ

ャ
ー
に
た
い
す
る
ひ
と
つ
の

〔
別
の
り

〕
訴
訟
が
係
属
中
」

(
六
月
二
六
日
付
『
ロ

1
テ

フ
ァ

l
ネ
』
)
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
結
局
ベ
ッ
ヒ
ャ
!
の
訴
訟
事
件
は
、
一
九
二
八
年
八
月
二
五
日
付
で
|
|
逮
捕
か
ら
数
え
て
も
ま
る
三
年
ぶ
り
に

γ
4
ン
シ
ユ
テ
レ
ン

|
|
停
止
と
な
っ
た
。

A

・
ク
ラ
イ

ン
ら
の
記
録
集
は
、
乙
の
聞
の
政
治
犯
釈
放
の
た
め
の

K
P
D
議
員
の
議
会
活
動
を
伝
え

政
治
犯
の
刑
免
除
と
免
訴
を
定
め
た
新
し
い
大
赦
法

品目
F

で
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。

て、

(3cg伯
仲

N
O
σ
2
∞
許
可
担
同
町
司
丘
町
冊
目
H
E
)

が
二
八
年
七
月

一
四
自
に
国
会

『ロ

1
テ
・
フ
ァ

l
ネ
』
は
、

八
月
二
八
日
付
の
通
信
と
し
て
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
の
免
訴
を
報

じ
、
さ
い
と

K
、
押
え
ら
れ
た
ま
ま
の
『
レ
ヴ
ィ
ジ

l
テ
』
や
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
押
収
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
釈
放
の
た

め
に
闘
い
続
け
る
乙
と
を
訴
え
た
。
九
月
二

O
目、

ド
イ
ツ
赤
色
救
援
会
は
、
さ
き
の
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
支
援
の
要
請
に
応
え
た
人
び
と

闘

に
免
訴
の
挨
拶
状
ト
を
送
り
、
次
の
よ
う
な
大
審
院
の
決
定
の
本
文
令
通
知
し
て
い
る
。

決
定

4

ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

八
五



ベ
ッ
ヒ
ャ
l
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

八
六

作
家
ヨ
ハ
不
ス
・

R
・
ベ
ッ
ヒ
ャ

1
、
ベ
ル
リ
ン

N
W
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
通
り
三
番
地
、

フ
ェ
ー
リ
ヱ
ン
ゼ
ヲ
l
ト

大
審
院
夏
期
法
廷
は
一
九
二
八
年
八
月
一
一
五
日
の
非
公
開
の
法
廷
、
出
席
は

に
た
い
す
る
刑
事
事
件
に
つ
い
て
、

裁
判
長
、
大
審
院
判
事
ミ
品
ラ

l
・
I
、
大
審
院
判
事
ゾ
ン
タ
l
ク
並
び
に
コ

l
ニ
ン
ツ
、

に
お
い
て
、
検
事
総
長
を
聴
取
の
う
え
次
の
と
お
り
決
定
し
た
、

一
、
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
に
た
い
す
る
訴
訟
は
一
九
二
八
年
七
月
一
四
日
の
大
赦
法
第
二
条
第
一
項
に
よ
り
停
止
さ
れ
る
。
大
赦
の
除
外

規
定
(
同
法
第
三
条
、
第
四
条
)

は
該
当
し
な
い
。

署
名

ミ
ュ
ラ

l

・
I
O

ゾ
ン
タ

l
ク

コ
1
ニ
ン
ツ

大工文
審2書

院ig
書て刷

記fヴ

官~ 7' 

7 

キ
;ノ

ト

大
審
院
第
四
刑
事
法
廷
事
務
'
鴻

公
文
書
作
成
宮

こ
う
し
て
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
は
免
訴
と
な
っ
た
が
、

日

'
1
プ
」
ま
、

J
A
i
l
J
 
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
レ
ヲ
リ
ア
・
革
命
作
家
同
盟
の
創
立
と
い
う
仕
事

が
、
目
前
に
迫
っ
て
い
た
。



注
川
署
名
者
は
A
・
ァ

l
ブ
ッ
シ
ュ
ほ
か
五

O
名
で
、
そ
の
な
か
に
は
、

H
・
ア
イ
ス
ラ

l
、
K
・
グ
リ
ュ

l
ン
ベ
ル
ク
、
ハ
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

兄
弟
、

E
・
E
-
キ
ッ
シ
ミ
リ
リ

l
・
コ
ル
プ
ス
(
後
の
ベ
ッ
ヒ
ャ

l
夫
人
)
、

K
・
ク
レ

l
パ

l
、

R
・
レ
ヴ
ィ
ネ
、

B
-
ラ
ス
ク
、

K

-
A
・
ヴ
ィ
ト
フ
ォ

l
ゲ
ル
ら
の
名
が
あ
る
。
後
の
同
盟
創
立
集
会
の
出
席
者
か
約
一
五

O
名
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
そ
の
三

分
の
一
に
当
た
る
。

ω
(便
宜
上
、
編
者
の
名
に
よ
り
「
A
・
ク
ラ
イ
ン
ら
の
記
録
集
」
土
、
以
下
に
略
記
す
る
。
)

同
乙
の
三
部
の
う
ち
、
前
二
者
は
』
。

E
E
g
出

回

g
Z
T
C
2
2己
HETM
巧
旬
Z
L
W
L・
中
(
『
〈
一
三
戸
石

3
2
P
)
'
〉

Z
5
2
〈
ミ

E
n
-
-立
に
、

さ
い
と
の
も
の
は

C
2・
当
2
5
w
∞品・

5
9
=
E
N
U伸一昨日
)4

凡

P
E
Z
=
，
〈
耳
目
町
長
石
ゴ
に
、
分
け
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

川
町
乙
れ
は
「
文
学
の
タ
国
家
反
逆
罪
4

ノ・」

(
E
g
g吋
一
目
白
宮
内
=
国

ooF42『
伊
丹
三
)
と
い
う
見
出
し
の
も
の
で
、
A
・
ヴ
ラ
イ
ン
ら
の
記
録
集
八

二
頁
以
下
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
そ
の
ほ
か
、
例
え
ば

3〈
2
4司
月
仲
間
一
同
体
ヨ
コ
庄
一

E
U
3盟国許
g
g
『

P
E
S
E
-
-
J
J
J
4
5此
ご
宅
百
戸
田

2
3
p
-
-
2
r白
=L34
ヨ
37ご
-544

2OF--‘
な
ど
の
こ
と
ば
や
呼
び
か
け
が
、
共
産
主
義
革
命
の
称
場
と
し
て
「
反
逆
罪
予
備
」
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。

川

A
・
ク
ラ
イ
ン
ら
の
記
録
集
、
五
四
三
頁
。

川

C
2・
d

司
角

E
u
切【凶・

5
(「
勺
吉
田
正

=
-
p
y
k
t
z
『
FPC-
〈
2
2珂
]
戸
)
圭
'
T
h
p
反
戸
な
お
、
乙
の
一
九
三
六
年
版
ロ
シ
ア
語
訳
は
計
画
さ
れ

た
だ
け
で
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。

問

K
P
D
中
央
の
決
議
に
よ
っ
て
一
九
一
一
四
年
五
月
に
創
設
さ
れ
た

M
市
同

ip義
の
た
め
の
タ
軍
隊
的
5

な
組
織
で
、
労
働
者
の
集
会
、
デ
モ
、

施
設
を
醤
察
や
右
翼
の
攻
撃
か
ら
防
衛
す
る
任
務
に
当
た
っ
た
。
ベ
ッ
ヒ
ャ
ー
も
そ
の
一
員
で
、
詩
集
『
玉
座
の
う
え
の
屍
』
に
こ
の
同
盟
に
捧

げ
た
詩
が
あ
り
、
ま
た
リ
リ
シ
イ
制
服
姿
の
写
真
も
残
っ
て
い
る
。

川
間
』
p-P包
』
官
同
冊
目

h
U
2
『

P
Z
F
O
F
2・
5
u
U
2
m
各
ユ
宮
司
令
-74u
エ
-Ln・
p-
♂
冨
ロ
一
一
甲
山
吋
・
(
右
の
記
録
集
、
七
四
頁
以
下
に
転
載
)
0

ω
A
・
ク
ラ
イ
ン
ら
の
記
録
集
、
五
四
五
頁
。

川

ワ

イ

7
1
ル
支
配
体
制
が

K
P
D
そ
の
も
の
を
非
合
法
化
し
よ
う
と
た
え
ず
狙
っ
て
い
た
こ
と
は
、

ベ
ッ
ヒ
ャ

i
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

ベ
ァ
ヒ
ャ

1
事
件
の
過
程
に
お
い
て
も
、

八
七



ベ
ッ
ヒ
ャ

1
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

八
/司、

単
に
か
れ
の
作
品
を
処
断
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
反
国
家
・
秘
密
結
社
」
へ
の
参
加
、
党
活
動
、
党
の
決
議
な
ど
、
つ
ね
に

K
P
D
と

の
関
係
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
も
、
怨
像
さ
れ
う
る
。
た
だ
、
乙
の
時
期
の

K
P
D
の
問
題
は
、
そ
れ
自
体
考
察
さ
れ
る
べ
き
多
く
の

事
が
ら
が
あ
り
、
い
ま
は
筆
者
の
手
に
あ
ま
る
乙
と
で
あ
る
。
(
な
お
、
憲
法
の
条
文
の
訳
は
、
高
木
八
尺
他
編
『
人
権
宣
言
集
』
岩
波
文
庫
、

一
九
六
五
年
に
よ
る
。
)

倒

と

く

に

A
・
ク
ラ
イ
ン
ら
の
記
録
集
、
五
四
六
頁
以
下
を
参
照
。

側
右
の
記
録
集
、
五
四
八
、
五
四
九
頁
。

凶
右
の
記
録
集
、
七
三
、
七
四
頁
。

闘

の

2
・
4
司
角
}5・凶島・

5
.
m・5AH
同同

(
3
u
-
e
F
g
p
E
向。一
.. )
 

闘

の

2
・
4
3『W0・切島・

5
・
m・5
吋
同
町
・
〈
=
切
符
『

-z。
門
別
0
4
5
=
)

閉
さ
き
に
触
れ
た
ペ
ッ
ヒ
ャ

l
自
身
の
思
い
出
で
は
、
ゼ

l
ラ
l
ト

(moo-2C
で
は
な
く
ン
ュ
ト
ラ
ウ
ホ

(
g
g
g
F
)
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

側

A
・
ク
ラ
イ
ン
ら
の
記
録
集
、
八
て
八
二
頁
、
お
よ
び
五
五
一
、
五
五
二
頁
。

側
冨
帽
可
申
『
聞
の
g
F
g
d
E
z
a
p
-
-
o
H
F
S
F
切
品
・
印
切
切

E
5
2・ζ
z
u
o
F
g
E
2
X
E
G岳
山
・
お
よ
び
末
川
博
編
『
全
訂
法
学
時
典
』
(
日
本
評

論
社
、
一
九
七
一
年
〉

閥

イ

ェ

l
ナ
の
書
籍
商
7

ク
ス
・
ヘ
ル
ツ
ァ
は
二
七
年
三
月
八
日
、
二
年
の
姿
寒
禁
固
と
罰
金
の
刑
を
受
け
、
「
ュ

l
ゲ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ー
」
社

支
配
人
フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ェ

l
リ
ケ
も
同
じ
ζ

ろ
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
(
記
録
集
の
五
五

O
頁
を
参
照
)

的
右
の
記
録
集
、
一

O
二
頁
以
下
。

ω
ペ
ヴ
ヒ
ャ

l
k
寄
せ
た
支
援
の
乙
と
ば
は
、

A
・
ク
ラ
イ
ン
ら
の
記
録
集
の
九

一
頁
か
ら
一
一
九
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

闘
右
の
記
録
集
、
五
六

O
、
五
六
一
頁
。
(
乙
の
集
会
に
も
心
厚
い

E
・
ト
ラ

l
が
駆
け
つ
け
て
い
た
!
)

ω
同
右
、
五
六
二
頁
。

側
同
右
、
一
二
七
頁
。

付
記
事
件
の
経
過
を
簡
単
に
紹
介
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
が
、
す
と
し
長
く
な
っ
て
し
ま
い
、
作
品
の
検
討
に
入
る
乙
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
次

の
機
会
を
待
ち
た
い
。


